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設立経緯と沿革

インターネットの利用者は増えつづけて

いるが、そのほとんどはPCからダイヤル

アップでインターネットに接続して、Eメ

ールやウェブアクセスを利用している。イ

ンターネットはPC、サーバーだけではなく、

もっといろいろな機器が接続され、さまざ

まなサービスが提供されることが期待され

るが、IPv4の世界ではアドレスの枯渇、

NAT（Network Address Translation）

によるエンド・トゥー・エンドの通信の阻

害といった問題が生じている。これらの問

題を解決する技術としてIPv６の利用が

期待されてきた。インターネットノード株

式会社は、これからのインターネット常

時接続の時代に向けて、マイクロノード

と呼ぶIPv6を中心としたインターネット

に接続されることでアプリケーションに特

化した機能を提供する機器の開発と、そ

れを活用したビジネスモデル開発を目的

として設立された。出資者である横河電

機株式会社の機器・システム開発力と、

株式会社ワイドリサーチのインターネット

技術開発力を相互に生かして、インター

ネットを応用した新規ビジネスの創出に

取り組んでいる。

インテリジェントノードの開発

ADSLやCATVによる家庭へのインタ

ーネット常時接続環境が急速に変化し始

めてきた。総務省のＤＳＬ普及状況公開

ページによれば、2000年3月に、399回線

だったものが、2001年3月には11万2182

回線と、この1年、特に2001年になって

NTTのフレッツ・ADSLがサービス開始

されてから爆発的に接続数が上昇してい

る。

ここに接続されるものは、当初はPCが

ほとんどであるが、常時接続で固定料金

であるとするならば、今後様々な用途に

特化したアプリケーションを提供するマイ

クロノードが、生活の利便性や質の向上

のために普及することは明らかである。家

電製品についても、テレビ、エアコン、

電子レンジ、冷蔵庫などに電話線経由の

ダイアルアップインターネット接続が一部

実現されてきているが、常時接続環境で

はこれらの機器もイーサネットによるイン

ターネット常時接続が当たり前となるで

あろう。

このような状況をふまえて、インターネ

ットノード株式会社では、CPU処理能力

や、メモリー容量に制限のある組み込み

機器向けのIPv6プロトコルスタックを開

発している。また、このIPv6プロトコル

スタックを実装したマイクロノード自体の

開発も進めており、HotNodeという名称

の温度測定機能をもつマイクロノードの

開発を行った。このHotNodeは、温度セ

ンサーがインターネット（IPv6）に直結

したということだけではなく、自らが

HTTPサーバー機能を持ち、ウェブブラ

ウザーを使ってアクセスするクライアント

の問い合わせに応えることができる。また、

Java実行環境も搭載しているため、デー

タ処理も行うことが可能なインテリジェ

ントノードである。

マイクロノードは、家庭やオフィスで組

み込み機器として大量に使われることが

期待され、以下のようなIPv6の特徴を最

大限に生かすことができる。

①実用上無限のグローバルアドレス

（128ビット）を使えることによりエンド・

トゥー・エンドの通信を可能とし、さま

ざまなアプリケーションが実現できる

②アドレス自動設定機能により、プラ

グ＆プレイでアドレス設定が可能なため、

家庭などで利用しやすい

③ IPレベルでセキュリティー機能

（IPsec）が定義されているので、認証・

暗号化が必要な場合は、これを活用した

アプリケーションが開発できる。

将来への展望

政府のe-Japan重点計画（平成13年3

月29日IT戦略本部）によれば、5年以

内に3000万世帯が高速インターネットに

常時接続されることが目標になっている。

つまり通常の家庭もオフィスと同じよう

に、インターネットに常時接続が当たり

前の時代になってくる。

さまざまな機器やセンサーがインターネ

ットに接続されることで、どのようなメリ

ットをユーザーまたはメーカーが享受でき

るかが重要であると認識している。1つの

例として、ユーザーが、外部から家にあ

る機器の状況をモニターしたり、コント

ロールすることで利便性が向上するだろ

うし、メーカーは出荷製品のメインテナ

ンスや稼動状況のモニタリングが行える

サービスなどの提供が期待されるであろ

う。また、常時接続で双方向の通信が可

能であり、家庭への普及を考えると、新

しい広告宣伝やマーケティングのツールと

しても活用されることになろう。

インターネットノード株式会社では、

このような時代に向けて必要になるマイ

クロノードの開発とそれを支えるIPv6を

中心とした先端インターネット技術開発

を進めていくとともに、個人や企業、自

治体などが期待するインターネットを活用

したサービス事業の開発に注力してゆく

所存である。

（星哲夫　インターネットノード株式会社 代表取締役社

長）
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ビジネスモデルの開発を目的として設立
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会社概要

名称：インターネットノード株式会社／InternetNode Inc.

所在地：武蔵野市中町 2-9-32

設立日：2000年9月14日

資本金：1,000万円（横河電機 50 % 、ワイドリサーチ

50 % 出資）

www.i-node.co.jp
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